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1 はじめに

戦後50数年の間に、日本人の生活は急変した。中でも大

きく変わったのは、伝統的な行事や祝日のあり方かもしれな

い。例えばお盆である。もともと離れ離れに暮らす家族が久

しぶりに集まり先祖の霊を迎える行事だったのであるが、近

ごろは夏の帰省ラッシュだけが残った。豊作を感謝するため

に、芋やお団子・果物など月の神に供えることが中心だった

十五夜のお月見の風習はすっかり廃れてしまった。

ところで、高度に近代化された工業技術を教えこむ役割を

担っている工業高等学校でも、通年的に行われている実習の

安全祈願のため、古式ゆかしく「ふいご祭」を執り行ってい

る学校が多い。合理性を追求する工業高等学校と神事という

組み合わせは奇異に感じるかもしれないが、現代技術の粋を

集めた超近代的なビル建設でも、まず地鎮祭からはじめるの

を思い起こせば、納得できる。こうした伝統行事、風習の中

にこそ現代の日本人がよってたつべき精神風土があるのでは

ないかと考えられるのである。

本稿では、旧暦11月8日に鍛冶屋・鋳物師で行われる祭

り、すなわちふいご祭を取り上げ、その由来・来歴を主とし

て文献史料をもとに探り、あわせてふいご祭の開始時期やそ

の性格を考察し、その後で絵画史料を手がかりに祭りの様相

について紹介する。次に京都の伏見稲荷大社をめぐって行わ

れるふいご祭と性格の異なるお火焼の祭りとの習合にいたる

経緯について論じてみたい。

2 ふいご祭の成立過程

まず、17世紀の文献史料によって、あらましおさらいす

る。ふいご祭の来歴の様子に関しては、2種類の物語が残さ

れている。

元禄12年（1699）6月の序をもつ、神道に関する用語を類

聚して解説した神道辞典『神道名目類聚抄』は、ふいご祭の

由来を次のように論じている1）。

世俗十一月八日吹革祭と云。世に伝。昔日帝都三条

に冶工あり、小鍛治宗近と云。更に稲荷の神を尊崇す。

一旦当山に土を以焼刃の用とす。遂に誉を世間に取、

夫より以来冶金のもの其職に幸あらん事を此神に祈る。

此日粢盛を机案に貯、庭燎を設てこれを祭、つひに呼

て吹革祭と云。

この前半のくだりは、白井宗因が著した江戸時代初期におけ

る神社の考究・啓蒙の書籍である『神社啓蒙』（1667年自

序・寛文7）と、諸国神社の縁起類を問答体で記し編集した

坂内直頼の『本朝諸社一覧』（1685年刊・貞享2）の記述を部

分的に引用したものと思われる。宗因の『神社啓蒙』には、

ふいご祭の起源がこう紹介されている2）。

問ふ、金工専ら主神と為るは何ぞや。

曰く、古に小鍛治と云うものあり、剣戟を造る。其利

能く及ぶことなし。

一旦当山の埴土を取りて以て鎔刀に堪たることを覚ふ。

て数々埴土の為に来往して且つ神を拝す。世此の理

を諳んせずとして徒に金工の主神と為す。

次に『本朝諸社一覧』は、まず俗説を紹介している3）。

当社鍛冶を始め一切の金物師信仰して十一月八日鞴 祭

とて此神を祭奉る事は、当山御垂跡の時天上より

鞴 と云う物を持下り玉ふ故也といへり是俗説の誤也。

そして、

昔三条小鍛治と云う者当山の埴土を以て刃の土に用け

れば此類無き劔をうち出ける故其後は偏に当社を信敬

し奉て猶土を用るとて数当山に往来しける也是理を不

知して金工の守護神なる故小鍛冶は信仰しけると流布

しけると也。

すなわち、前掲の書物の記述は、三条の小鍛治が刀を打つ時、

稲荷山の埴土を取ってきて鍛冶土に用いたところ比類なき名
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剣が出来上がったので、以来稲荷を鍛冶職の職神と仰ぎ、ふ

いご祭を行うようになった。というのである（以下、「稲荷

山埴土説」とする）。

この「稲荷山埴土説」を、注釈・説法に才を有し、生涯に

『節用大全』など30余種の著述をまとめた恵空の1679年（延

宝7）の稿とされる『閑窓倭筆』にも採り上げられている4）。

世に鍛冶の家に十一月八日に稲荷祭を行ふ事は、神書

を考えれば古に小鍛治と云うものあり。劔刀を造るに

利なること能及ぶものなし。一旦稲荷山の埴土を取て

刃をやくに最も勝れたり。 埴土の為にたびたび此神

に詣して祈願すといへり。しかるを俗説には鞴の穴に

狐の皮を用ふる故に稲荷を鞴祭の神とすと云ことは非

なり。

ところが、もう一つふいご祭の起源を語る伝承がある。

「稲荷明神助力」でありそれに由来する、という。1676年

（延宝4）脱稿とされる京幾を中心とした年中日次型形式の総

合百科事典『日次紀事』と呼ばれる書物がそれである。その

『日次紀事』の十一月初八日神事の項には、次のように論じ

られている5）。

稲荷大社火焼　新御供社家松本氏調進。相伝。鍛工三

条小鍛治宗近鋳刀剣時、稲荷神出現、而搗鉄槌、以助

鍛錬力云爾。宗近錬刀之石盤、今在東山知恩院山門下。

銀匠・鍛工等凡設 籥者恣祭之。或謂 籥祭。知恩寺

鎮守元賀茂明神也。三十九世満霊和尚、加稲荷八幡。

故今日有稲荷明神之火焼。

ここでは、京三条の小鍛治宗近が刀を打つ時に稲荷神が現

われて向槌を打ち、これを助けたので以来鍛冶屋が稲荷を祀

るふいご祭を行うようになったと説いている（以下、「稲荷

神助力説」とする）。

以上、17世紀の文献史料によってふいご祭の由来を見て

きた。今日でもしばしば話題とされるこうしたふいご祭の由

来・来歴の諸説はおおむねこの時代に凝縮したおもむきがあ

り、その後のふいご祭来歴説に影響を及ぼし、18世紀以降

の諸書には「稲荷山埴土説」「稲荷神助力説」の2つのケー

スのいずれかが含まれるようになる。こうした来歴説に、近

世中期の儒者・新井白蛾は『牛馬問』（1756年刊・宝暦6）の

なかで6）、

鍛冶十一月八日稲荷を祭事は、むかし三条小鍛冶宗近

釼を造るに、いなり山の埴を取て刃をやくに、最すく

れたり故、此埴を取の神恩を謝する為、此神を祭、

時々稲荷山へ詣でたりし其遺風なり。俗説のとく、孤

の合槌にて刀を造し事をえて無稽の妄言也。

と「稲荷山埴土説」を支持している。

さらに、江戸時代後期の風俗考証学者で随筆家の山崎美成

は『民間時令』（1822年稿・文化5）で、先の『日次紀事』と

『神社啓蒙』を引用し短評を付している7）。まず稲荷神助力説

を、

今世に十一月八日、ほたけといひて鞴祭するわざは、

かかることより習はしなるべし。されど稲荷の出現し

て、鍛錬の力を助くいうものは俗説ならんか。

と否定し、一方『神社啓蒙』の「稲荷山埴土説」を「この説

をもっと正とすべし」と対応している。

本当にこれが、ふいご祭の来歴に提供しうる最上の結論な

のだろうか。先に紹介したふいご祭の来歴は、記憶された歴

史に由来するか、それとも歴史化された説話に由来するか。

言い換えればそれは、歴史的事実を知ろうとした稲荷大社の

祠官、信徒たちの史料に記されたものか、それとも三条小鍛

治宗近に関する名剣に関する出来亊を、他書の中にそれらし

い文言を探し求め自ら虚構の物語を創り上げた結果なのか。

京都市伏見区深草藪ノ内に鎮座する伏見稲荷大社は稲荷信

仰の総本山である。711年（和銅4）の創祀と伝えるが、古来、

神体山に対する自然信仰があったと考えられる。祭神を宇迦

之御魂（倉稲御魂）、保食神とするのが一般的であり、田の

神とされ狐を神使とする信仰がある。もともと稲荷大社は山

城国を中心に近畿一帯に繁栄した秦氏の氏神とされ、平安時

代には教王護国寺（東寺）の鎮守として、その勢力を背景に

広く祟拝され稲荷信仰も広まった。一方、古来より庶民の信

仰が篤く、五穀豊穣や商工業の神徳が仰がれ、中世から近世

には商業経済の発達にともない、農耕神から商売繁盛の神と

して各地に勧請された8）。

この伏見稲荷大社祠官著作に毛利公治の『水台記』（1694

年自序・元禄7）がある。現存する祠官の由諸記中最も時代

の遡るものである。この由緒記にふいご祭の来歴について次

のように記している9）。

昔洛之三条有鍛匠宗近云者、精祈干当社願得利剣、野

狐来干彼家、相輿撲槌 之、得利剣及後世良冶之名、

鏡師・画工皆採当山之埴用之、則三匠精矣、土徳神故

也、倭姫世記曰、土御祖二座、宇迦之神之魂神・土乃

御祖神。

三条宗近が利剣を得ることを当社に祈ったら野狐が来て利

剣をともに打ち名匠の誉を得、以後、鏡師・画工まで当山の

土を用いたとする記事である。

以後の稲荷大社祠官の著作『稲荷谷響記』（1732年跋文・

享保17）10）と『稲荷社実考證記』（1789年・寛政元）にも11）、

幾分プロットを変えているものの宗近が稲荷のお告げを受

け、稲荷社の土を取って焼刃の用とし、それが名刀の生まれ

た由縁であったと同じ論旨になっている。そして、「凡ソ冶

金其職ニ幸ヒ有コトヲ当社ニ祈ルモ、小鍛治カ縁ニ依リテ也。

毎年十一月八日ニ当社ヲ勧請シ、庭燎ヲ設ケテ祭レリ、遂ニ

俗ニ呼テ吹革祭ト云」と伝えている。

29 879



ふぇらむ Vol.6（2001）No.11

ところで、室町時代末の謡曲に『小鍛治』（別名：『小狐』、

作者不詳）という 12）天文6年（1537）石山本願寺における金

剛大夫演能の作品がある13）。こういう能である。一条院の霊

夢によって御剣を打つことになった三条小鍛冶宗近（ワキ）

は相槌を打てるものがいないので、氏神である稲荷明神に祈

誓する。童子（前ジテ）が現われて中国・日本の剣の威徳を

語り、助力を約して稲荷山に消える（前場）。宗近が壇を清

め、神に祈っていると稲荷明神（後ジテ、実は使獣として狐）

が現われ相槌を打ち、鍛えあげた剣を小狐丸と名付けて勅使

にささげ稲荷山に帰る（後場）。

すなわち、小鍛治が稲荷明神の助力によって小狐丸と云う

刀を作ったという説話である。また、稲荷明神の神助を加味

して、技芸奇瑞譚を組み立てたとも考えられる。面白いこと

に、この『小鍛治』の三条小鍛治宗近と稲荷明神の霊験譚と

ふいご祭の来歴話の骨格はよく似ている。あまりに類似性が

強いので、それならふいご祭の来歴・伝承は謡曲『小鍛治』

の題材になったのか、『小鍛治』からヒントを得ての逆輸入

なのか。この問題に対して八嶌は作品研究『小鍛治』で、小

鍛治と神霊たる狐との相打ちは当時神事として前例がなく、

また「三条小鍛治宗近」と、「稲荷明神（稲荷の狐）」と、「小

狐丸」3つの接続は、本曲以前に見出し難いとし、その独創

性を買わねばならぬと指摘している。むしろ、この能を規範

として江戸期に祭が生まれたらしいとしている13）。

一方、大森は「この謡曲の構成は、稲荷霊験談を演劇化し

たものであり」として、稲荷霊験談先行説をとっている 14）。

しかし、一般的に神社や祭の起源伝承は神社側が古く溯らせ

ることがある原則を念頭におくと、能において成立した説が

一般化して説話が急成長したと推定されるのである。以上の

ことから、稲荷神は鍛冶の守護神であり、ふいご祭は鍛冶が

稲荷神へ鎮護を祈る祭であると位置づけることができ、その

成立も17世紀前半時期に求めたいと思う。そして、能楽

『小鍛治』に由来する来歴に基づき、稲荷信仰は鍛冶・鋳物

師などの間に浸透・普及していったのではないだろうか。

ところで、1732年（享保17）、稲荷大社参道の大鳥居、二

ノ鳥居が大破、永代のために銅の鋳鳥居を造立しようとした

ことがあった。その折、寄附勧募の木版趣意書を出してい

る15）（図1）16）。それによると、

抑当社ハ鞴の本を守らせ給う御神徳ゆへ毎年霜月八日

ふいご祭と申す神事もこれあり一切鞴を用いて家業を

なせる人々ハ当社の神力神恩を受蒙り（以下略）

と筆を起こし、その功徳について語っている。また稲荷山の

埴土そのものが信仰の対象として売られるようになった。文

政8年（1825）刊『愚雑爼』の「稲荷山の土」の項に17）、

前つかたは諸国の農民、山州伏見稲荷山の土を求、田

毎に入れば、保食神の加護にて、よく実のるとして、

皆人ごとに土を求む。社辺の民これを社に申し請、家

毎に土を丸ろめて粒にして見世に出してうる。これを

粒々と云（中略）。求める人これを奇として田毎にいれ

しに、終には人物禽獣種々工なる土偶を出せしより、

小児翫弄びの器となり。田毎に入るる事は廃れぬ。然

ども今も猶鍛冶鋳匠は、此稲荷の土を以て焼刃、鎔形

を用ふとぞ、

とある。これも稲荷信仰がうかがわれる史料である。

3 描かれたふいご祭

まだ写真がなかった頃、人々は目にしたものを後に残し、

あるいは人に伝えたいとき絵を描いた。たとえば年々繰り返

される恒例の行事を、月次や季節の順に正しく配列し、行事

とその展開、固有の是趣を絵画として表現した。

そこで、まず近世の絵画史料に描かれたふいご祭の様子を

見てみたい。次の4点である（図2）。

（a）は、元禄初期刊の石河（石川）流宣の絵本『大和耕作絵

抄』（『絵本年中行事』とも）18）、（b）は善峰寺蔵『江戸年中行

事絵巻』（17世紀後半と考定される）19）、続いて（c）は正徳・

享保年間（1711～1722年）の成立とされる英一蝶の作品

『風俗画巻』であり 20）、（d）は西川裕信の墨刷絵本『絵本西

川東童』（初版は1716年）である 21）。江戸の行事では、どの

絵画でもふいご祭のモチーフはミカンを路上にまき近所の子

供たちに拾わせている光景が生き生きと描かれ、懐かしく暖

かい雰囲気を画面にただよわせている。

享保20年（1735）刊の江戸時代中期の江戸で最も流布した

地誌『続・江戸砂子温故名跡誌』には、この日のふいご祭の

様相を次のように記している22）。

吹革祭　鍛冶・鋳物師・錺・白金細工、すべて吹革を

つかふ職人此日、稲荷の神を祭る。俗にほたけと云。

此夜子共あまた鍛冶が軒にあつまり、ほたけほたけと

はやせり。柿・蜜柑をなげて子共にあたふ。
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もう一つ見てみたい。江戸時代後期の年中行事の解説書

『東都歳時記』（天保9年刊・1838）は以下のようなものであ

る23）。

鞴祭、稲荷を祭る行事なり。世に火焼という。鍛冶、

鋳物師、飾師、白金細工其余吹革を遣ふ職人の家にて、

是をまつる。今日旱旦に二階の窓より往還へ蜜柑を投

る。

時にはこれが度を過ぎた騒ぎに発展して、鬪乱に及ぶ場面

もあったらしい。1706年（宝永3）11月には初めての「ふい

ご祭人集め禁止」の触が出される24）。

鍛冶屋共ふいご祭り之節、子供に交り、多く人集致し、

あばれもの有之由相聞候。向後人集無之様に可仕候。

ねだり言を申、あばれ候もの於有えは、召捕置、番所

え可許出候。此旨町中可相触候。

しかし、その後も同文の触書が繰り返し出されているので

（1716、1755及び1775年）25～27）、祭りへの会集禁止の実効

性が疑われる。後の時代の史料であるが、『増補江戸年中行

事』（1803年版）にも、曲亭馬琴の『増補俳諧歳時記栞草』

（1851年自序）にも蜜柑まきの事実が知られ、この伝統は長

く継承されたとみられよう。

では、このように江戸において蜜柑をまくのはなぜだろう

か。これに対する答えはあまりない。江戸中期を代表する江

戸の豪商紀伊国屋文左衛門（？－1734年）が決死の覚悟で江

戸に蜜柑を運んだのも、11月のふいご祭に間に合せるため

だとされているが 28）疑問であろう。なお、明治期の風俗を

知る好資料に『風俗画報』がある。長く編集長を務めた山下

重民は、次のように解説しいる29）。

思ふに蜜柑を撒くことは、かかる深き意義あるにあら

ざるべし。時節の物といひ。且つは児童の喜ふ所とい

ひ、投するに適当のものなれば。之を擇みしならむ

あるいは、そうだったかもしれないと思われる。

ところが、京都での鍛冶屋のふいご祭はその様子が異なっ

た。たとえば、京都円山正阿弥の住僧其諺は『滑稽雑談』

（1713年序・正徳3）で次のような文章を残している30）。

今の世において、金銀銅鉄の工匠の徒、尤吹革を専用

する者也。毎年今日吹革祭、又稲荷火焼と称して、吹

革に神供を調ヘ酒飯魚鳥を料理して家族是を祝す。是

又社家者幸なれば今又金工の守神の旨を述給ふ。又本

社へ参る人多し。

同様なことが、京都名所案内書『京童』の著者として知ら

れる中川喜雲の『案内書』（1662年）31）や京洛とその郊外の

年中行事を平易に説く「年中重宝記」（1694年）にも 32）、蜜

柑まきの言及が見られない。これらの例からわかるように京

都では蜜柑まきは必ずしも実施されていなかったようであ

る。

ついでに、ここで各地のふいご祭の様子をいくつか例をあ

げて紹介してみる。かって、江戸時代の末ごろ『諸国風俗問

状』と題する木版印刷（1815年頃）の質問書を配布して、各

藩の回答を募った事業があった。現在24カ所の報告が残っ

ている（『諸国風俗問状答』）。十一月の条に「八日ほたけの

事如何様」とあり、その回答である。この日を次のように描

写している33）。

『陸奥国白川領風俗問状答』ほたけ祭は、鍛冶屋、鋳物

師等にて多分祝い申候。朝は赤飯にて祝ひ、夕は夷講

に准し祝ひ申候。みかん柿など多く貯置子供に与え申

候。

『常陸水戸領風俗問状答』鍛冶ふゆご祭。みかんをまき、

群兒ひろふ。

『備後福山領風俗問状答』吹革祭　鍛冶職・石工・鋳懸

師の類、此日祭仕候。別て鍛冶は神棚へ供へ候。蜜柑

を晝後数段多投打ち、群兒に集り拾はせ候。

『阿波国名西郡高川原村風俗問状答』鍛冶は吹子祭にて、

稲荷大明神を祭り、蜜柑を備え、又近所に配り、懇意

内をまねきて茶づけ等を出申候。ほたけとはとなえ不

申候。

『大和国高取領風俗問状答』ほたけ都には有之候得とも、

田舎には無之、此日鍛冶のものは神に餅を備え祝ひ候。

『若狭国小浜領風俗問状答』稲荷の火たき、鍛冶職の者

など酌て祝ひ候。

『淡路国風俗問状答』此日、稲荷のほたけとて、鍛冶職

の者は、赤飯・神酒等を供え、吹革を祭り、親類得意

の人など招て酒宴する所あり。

この時期、鍛冶とのつながりを持つ祭りが各地で広範に展

開していたことを知っておく必要があろう。
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図2 近世におけるふいご祭の様相
（a）『大和耕作絵抄』、（b）『江戸年中行事絵巻』、
（c）『風俗画巻』、（d）『絵本西川東童』
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4 ふいご祭とお火焼きの習合過程

旧暦11月に神社などで庭火を焚く、火祭りの行事お火焼

（おひたき、お火焚きとも）がある。京都では八坂神社（11

月1日）や伏見稲荷大社（11月8日）等のお火焼きが知られて

いる。とくに稲荷ではふいご祭と習合していて鍛冶屋・鋳物

師たちの講中が参加する34）。2つの祭とも稲荷神社を舞台と

したお祭りであるが、成立年代・来歴・目的・神事などさま

ざまな点で相違するものであった。問題はなぜ、ふいご祭と

お火焼がセットで扱われたのかという点である。そのために

は、「お火焼」とは何かとということから説き起こしていか

ねばなるまい。まず最初に、お火焼の来歴について検討す

る。

お火焼の来歴を示す史料については、以下のものがある。

（1）『世諺問答』（1544年成立・天文13）35）に「この事たしか

におこりとては侍らじ。ただし神楽として。諸神の前にて、

冬かならず侍ることのはべる。是等をはじめと申すべき大か

た神楽と申すは、天照大神の岩戸をさして（以下略）」とある

こと、

（2）『山城四季物語』（1674年自序・延宝2）に36）「神前にして

火を焼、又洛中洛外にては、氏子等をたきて神事とす。庭火

という是也。（中略）又十一月は一陽来復の節なれば、もろ

もろの神出雲国を出で、本土にかへり給うなり、火はこれ陽

なれば、縁を以ってむかふる義なり」があること、

（3）『神道名目類聚抄』（1699年・元禄12）に1）「是当年の御穀

を始めて供進の神事なり。管符ありて是をつとむるは新嘗祭

と云。官符なき社は某の神官の意にして、是をそなえたてま

つる。これを御火焼と云。神事夜分に行う故に、庭燎を設。

古に俗御火焼と云」とあること、

（4）『稲荷大明神利現記』（1700年・元禄13）に37）「八百万神

たち、岩戸の前に神楽を奏し、ゆの花をあけ、火焼していの

り給う」とし、（中略）是をする人、家の内の災難を去り、

百病を消し、寿命長遠ならすと云う事なし」とその意義と来

歴説が見えることがあげられる。

このうち、（1）は文献で初めてお火焼の由来が登場する史

料であり、アマテラスが石窟に籠もったために生じた事態を

通じての祭儀神話である、天岩戸神話における神楽の名残で

あるとしている（神楽説と称す）。（2）の『山城四季物語』は

先の『本朝諸社一覧』の著者が、その年のうちに行われる諺

の由来を纏めたものである。ここでは、一陽来復の月である

ので神無月に出雲を発った神々が帰ってくるので、これを迎

えるために火を焚くのだという説明がなされている（神の送

迎説と称す）。（3）は御火焼を、その年に収穫された新穀を

神に献じる（祝う）神事であるとし、夜に行うため庭燎を設

けたという（1）及び（2）と異なる伝承が載録されている（収

穫祭説と称す）。（4）は稲荷大明神信仰の基本的理念を乗示

したものであって、いち早く伏見稲荷大社に関する教化の専

書である。家内安全、無病息災、寿命長遠を願う行事がお火

焼とされる。表1は、ふいご祭とお火焼との相違を整理した

ものである。表1からも明らかなごとく、2つの祭には相違

があった。

さて、現在の稲荷大社におけるお火焼次第は11月8日午

後1時、本殿で祝詞を奏上する神事で始まり、本殿前でその

年に収穫した稲の藁（新藁）を焚く（神社火焚の儀）。2時よ

り本殿東にあるお山齊場に薪を井桁状に組んだ火床を三基設

け、切火で点火し奉納した火焚串を中心に投じ焚上げる（火

焚神事）。日没6時から本殿前で庭燎が焚かれ、御神楽（人長

舞）が奉納され、これでお火焼祭は終わる14，15，38，39）（稲荷大

社のお火焼の「神楽」は1543年（天文12）に中断し、近世

に入って（1863年・文久3）に再興した）13，14，38，39）。

鳥居南によれば15）「火焚神事」及び火焼次第は、そのポイ

ントに、「大祓詞にあり、かつ焚き上げられた火の霊力に除

災招福を期待するのをみてとれることができる」とし、さら

にふいご祭との関連と展開を、「鍛冶職に携わる人々の火・

炎に対する畏怖の念とともに、それをたのみとする信仰が、

やがて「ふいご祭」として確立し、ついには伏見の稲荷社の

ひたき＝冬御祭と同一化していくと」説明している。

先にみたように、神社で形式を整えて斎行されたお火焼は、

庶民の間にも習慣、風俗としての民俗行事として広まってい

ったが、その祭りの様相は異なっていた。

ここで、中世から近世の絵画史料に描かれたお火焼の祭り

の様子を図3に示す。対象とした史料は（a）土佐光吉の筆に

なる桃山時代初期の作品とみてよい『十二ヶ月風俗図』42）、

（b）は、『京風俗十二ヶ月図巻』（江戸時代初期頃か）43）、（c）

は、『山城四季物語』に見える吉田半兵衛の押図で 44）、（d）

は、1704年（元禄17）刊の『（宝永）花落細見図』（粟野秀穂

編）である45）。

お火焼の描かれ方には、町通で燃えさかる火を取り巻いて

たわむれあう子供たち、祠前で寒さに暖をとる町衆（一人が
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表1 ふいご祭とお火焼との相違
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尻を炙っている）また、邸・屋敷内で松の薪を井桁に組み、

依り代の笹を四隅に立て、庭燎を設けて火を焚くパターンで

ある。火伏せ（火防）の意味も含めて地域共同体の一つの紐

帯となり、児女の親睦の機会ともなったのであろう。

ところで、稲荷のお火焼がいつ頃はじまったのか、その開

始を示す記録は今のところ見つかっていないが、戦国・安土

桃山時代の摂家貴族でかつ学者の九条稙通（1509～1594年）

が『稙通公記』で紹介した「天文元年（1532）霜月ハ日条」

に「九品寺如例来、次不断光院子祭アリ、次稲荷火焼如例、

次子祭アリ」とあるのがもっとも古い40，41）。さらにふいご祭

とお火焼との関連がうかがわれる史料としては、先に紹介し

た『日次紀事』（1676年脱稿）にあるのが、初見である5）。注

目したいのは十一月八日の条の後半部分である。あらためて

引用する。

稲荷大社火焼（中略）或謂 籥祭。知恩院鎮守元賀茂明

神也。三十九世満霊和尚、加稲荷八幡。故今日稲荷明

神之火焼。

文意を正確に取り難いが、稲荷大社のお火焼は知恩寺の第

39世光誉満霊上人（1604～1692年）が、稲荷・八幡の二神

を加えたためにはじまったらしいという46，47）（しかし、その

ことの裏付けとなる確証が文献からは探れなかったが）。こ

の記事について、山崎美成は1822年（文政5）稿『民間時令』

で「今世に十一月八日、ほたけといひて鞴祭するわざは、か

かることよりの習はしなるべし」としている7）。

この指摘は、すくなくとも、鞴祭とお火焼は17世紀中期

の後半に結びついていたことが知られる。それが、全国的に

普及したのは次の史料でみることができる。

1）1693年自序（元禄6）の『年中重宝記』に48）「稲荷の庭

燎俗に韋 まつりと号して鍛冶金細工別していはふ」とあ

るし、2）前掲書の『神道名目類聚抄』（1699年自序）に 1）

「庭燎を設けてこれを祭、つひに呼びて吹革祭と云」とあり、

3）1717年（享保2）刊の『諸国年中行事』にも 49）「［京］稲

荷大明神御火焼。吹革まつりといふ。［○］江戸吹革祭」と

記されている。その後の年中行事書（例えば、『南都年中行

事』（1740年）50）、『増補俳諧歳時記栞草』（1803年）47）、『歳時

謾録』（1815年）51））にも、こうした同趣内容の記述例が多く

みられる。各地の神社で広範に展開していたふいご祭は、

「ふいご祭＝お火焼き」と固定化していくようである。それ

は、古来のお火焼神事に火を重んずる鍛冶職・鋳物師たちの

稲荷信仰を取り込んで大きな行事にまとめられ、変容したの

ではと思うのである。なお、習合が形成された時期はおおむ

ね、17世紀中期とすることが可能であろう。

5 ふいご祭来歴異説

ふいご祭の起源譚・由来譚は必ずしも、これまで見てきた

ような「稲荷山埴土説」や「稲荷神助力説」だけが鍛冶職・

鋳物師などの職業・技能集団で伝承・普及していたわけでは

ない。別の見方、由来譚もあったことも指摘しておきたい。

いくつかの例を挙げよう。先に引用した『本朝諸社一覧』の

「稲荷山御垂跡の天上より鞴嚢と云うものを持下り玉う故也」

や3）、『閖窓倭筆』に収録の「鞴の穴に狐の皮を用いる故に稲

荷を鞴祭の神とす」4）というものである（一般に鞴皮は、播

州龍野や作州津山近在の狸のものが良いとされる。狐の皮で

は、夜は風がよく出るが昼は風がよく出ないと伝えられてい

る52））。いずれも鞴と関連づけられた話であるが、著者によ

って俗説とかたづけられてしまっている。

『鉄山必用記事』（全8巻）は伯耆の国の人、下原重仲によ

って書かれ、天明4年（1784）に世に出た近世たたら製鉄法

の古典である 53）。その第7巻に「鞴祭をする因縁物語之事」

に昔、いつ頃かわからないが、ある鍛冶屋のことであるとし、

そこには次のような逸話がおさめられている54）（要約）。

11月8日に来客があって酒を飲んでいる時、欠落人（逃

亡人）らしい者が、追いかけられているので、匿って欲

しいと懇願した。咄嗟の思いつきで鞴の中に入れ注連

縄を張り、お膳、お神酒、灯明を供えて恭しく礼拝し

た。そこへ追手が大勢来て、家中探したが見つからな

い。そこでこの鞴神社が怪しいと。その時鍛冶屋が今

日は鞴祭ですので、中を改めるのは明日にしてくださ

いと。兵等は引き上げたがその後鞴を開け調べたとこ

ろ、誰もいなかったという。それ以後その鍛冶屋は日

増しに繁盛して、富み栄えたという。このため毎年11

月8日には鞴にお神酒、洗米、お膳、灯明を供えて祭り

し、客が集って祝うしきたりになり、今でもその祭り

をするのだという。
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図3 近世におけるお火焼の様相
（a）『十二ヵ月風俗図』、（b）『京風俗十二ヵ月図絵』、
（c）『山城四季物語』、（d）『宝永花洛細見図』
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ここでもやはり、鞴との因果譚となっている。おそらく、

伯耆周辺の鉄山ではふいご祭の起源をそうしたものと理解し

たのみならずこの説が、どれほど流布していたかも読みとれ

よう。あとひとつ、石田春律の著した『金屋子縁記抄』（全5

巻）も、紹介しておこう。1825年脱稿の著述だが、ここで

は鉄山の守護神で鉄業の信仰の対象である「金屋子神」で説

かれている54）。

金山姫命金山彦ニ神エ詔有リ。備中備前の境備中国加

陽郡中山村細谷河と云処にて、真鐵鋼十一月八日鑪吹

始は此日。前年金山姫天ヨリ天降リ給エ日、故此日を

吹始吉日トシテ今金屋子祭りと仕ル由。右故を以て鍛

冶鋳物鎔師等十一月八日を以て吹子祭りと仕ル由。金

屋子縁記伝にも出る。

以上、ふいご祭にまつわる数々の信仰伝説・起源譚・由来

譚・逸話などを見てきた。いずれにせよ、江戸という時代の

ふいご祭の多様な来歴は、何らかの教訓を伴いながら事実と

してあるいは事実として信じられて、日本各地に出まわり流

布したことがうかがえよう。

6 おわりに

鉄の歴史の周辺で前々から気になっているものに、明確な

認識が成立してるとは言い難い「ふいご祭」の来歴があっ

た。

本稿では主として文献史料をもとに、まずふいご祭の起源

伝承を論じた。その後で絵画史料に描かれたふいご祭の諸様

相について紹介した。次にふいご祭とお火焼の祭りの習合に

関する卑見を述べたが、なお検討すべき点もあり、後考を俟

ちたいと思う。最後に「ふいご祭来歴異説」という一章を置

いたのは、本稿で指摘したふいご祭をめぐる伝承が、決して

2種類ではなかったことを指摘しておきたかったからであ

る。

ふいご祭の風習はすっかり廃れてしまった。その中で失わ

れていったもの、顧みられなくなったものにもう一度眼を向

ける必要があるのではないだろうか。「温故知新」という成

語は、過去の伝統をもう一度考え直して新しい意味を知ると

いうことである。日本の神祭りや信仰の原点をもう一度立ち

返って、神社や祭りを見る目を点検してみることはけっして

無意味ではないと思うのである。
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